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要旨

本稿で、は日韓対ー照文章論的研究を促進させるための「日韓対照大学生作文

コーパスj構築の構想を示す。本プロジェクトの眼目は、日韓対照、研究に供

される適切な資料の不足の解消にある。本プロジェクトで構築を目指すコー

パスは順次一般公開され、研究者向での共有化を目指す。複数の文章ジャン

ノレ別に一定数を収集する等、量的質的に計画的に収集されるため、バランス

の取れたものとなることが期待される。言語資源の共有化によって、結果の

検証が行えない、第三者が異なる観点から分析することができない等の問題

を解決することができる。さらに本稿では、日韓対照研究の課題を概観し、

その展望を述べつつ、今後の研究計画について概説する。

1.はじめに-問題の所在-

著者らは、以前から日本人と韓医人が書いた文章の異同に興味を持っており、それ

ぞれの文章を資料として、大学生の「文章表現力1Jに関する文章論的対照研究を進

めてきた九日本人大学生と韓国人大学生が書いた作文では、文法的枠組みが類似し

ていることもあり、共通点も多いが、一方で、使用語棄の偏り、好まれる文末表現の

違い、意見の述べ方や論の展開の方法等異なりを見せる部分も少なくない。これまで、

著者らは作文を収集して電子化を行い、計量的な側面からの分析を進めてきたが、そ

i本稿での f文章表現力j とは、使用語葉や表現の多様性・適切性、文章構成力、論述する力等、

多岐にわたる。また文章論的対照研究では、それぞれの観点が考察の対象となり得る。

2伊集院・薩2015、奥切・伊集院・小森2015、清水・藤村・伊集院2016、宮城・文2016等。
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のような分析手法ではどうしても形式重視の分析に偏らざるを得ない。今後、文章論

的対照研究の知見をさらに深化させていくためには、例えばレトリックに注臣した分

析、連文(関連する数文の連なり)レベノレで、の分析、さらには文段(文章ユニット)

に着目した分析等、大きめの文法単位を表現意図に着目して考察の対象とする必要が

あり、それらをも踏まえた複線的な分析の視点の導入が必須である。今後対照研究が

向かう一つの方向として、文より大きな単位を対象とする研究が大きく発展していく

と考えられる。そのためには両国で書かれた文章資料で質的にも量的にも真正性の高

いものの整備が喫緊の課題と言えよう。

これまでの作文を用いた文章論的対照研究では、以下のような問題点が指摘される

ことが多い。

-分析対象となるデータが量的に不十分であること。

-分析対象となるデータの均質性が保証されていないこと。

前者は対照研究に供するにあたって量的に十分とみなし得ないとしづ問題(例えば、

あるクラスの学習者 20人程度を対象として調査を行ったとして、それが学習者一般

の能力を測ることになっているかという批判)であり、後者は文章表現力を分析する

言語資源 (r白ourl∞)の内容的妥当性を問う問題(取り敢えず集めた作文を調査したと

いうだけでは、はたしてそれが当該学習者の文章表現力を反映したものとなっている

のかとしづ批判)である。これらの問題点に十分に配慮した言語資源が完備され、多

くの研究者で共有することができれば、少なくとも言語資源の妥当性に関する批判は

回避可能で、これからの日韓の文章論的対照研究に資するところは大きいと考えられ

る。データを共有することのもう一つの利点は、第三者による追試が可能となる点で

ある。多くの研究においては、分析に使用されるデータの具体的な内容(多くの場

合、調査の状況のみが示されるだけである)については、第三者が参照することはで

きない。そのため読者や査読者からの思いがけない批判にさらされることも少なくな

い(例えば、結果の妥当性の検討以前に、分析の基準や手法に不備があるのではない

かといった批判)。このような建設的な議論の障害に対して、本プロジェクトで構築

を目指すコーパスは十分に答えるものとなっている。一義的な目的として、文章論的

対照研究を意識して構築されるコーパスであるが、文レベノレ、語葉レベル、表記レベ

ル等のそれぞ、れの分野の対照研究にも利用可能なものを目指している。

以下、 2節で日韓対照研究の現状に触れた上で、 3節で、本コーパスの設計と基本方針
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を説明し、 4節で作文コーパスの展望について述べる。 5節で、本コーパスの活用可能性

について付言する。

2. ra韓対照大学生作文コーパスjの必要性

2. 1.日本における日韓対照研究の現状

任栄哲 (2014) は、日本における韓国語研究は f依然として現代語の音韻・文法・

語葉・意味に関する研究の多い中で、近年の韓日のそれぞれの国における韓国語・日

本語教育の隆盛と共に対照研究も着実に増えつつあるJ (p.l2) と述べている。中で

も、尾崎編 (2008) は日韓の言語行動上の異同について、相手の所有物を使う[擦の言

葉の有無、座席選択から見た個人テリトリー意識、身体接触から見た個人テリトリー

意識、空間と用具の共有、依頼行動と感詔村子動、会話における話題選択の 6つの観点

から分析した研究成果をまとめたものであり、日韓の言語行動の違いが自他の領域意

識の相違に起臨している可能性を指摘している。分析は、東京と大阪(日本)、 Yウ

ノレとプサン(韓国)で、行った「臼常の行動意識に関するアンケートj の結果に基づい

ており、同一条件下における言語行動が日本と韓国でし功瓦に共通しているか、いかに

異なるかを浮き彫りにしている点で、大変興味深いものである。

このような貴重な共同研究成果が見られる一方で、任栄哲 (2014) には、日本にお

ける韓国語研究の主体は留学生であり、日本人の研究者が少ないことや韓日の研究者

による共同研究が活発に行われたとは言いがたい現状も指摘されている。 r日韓対照

大学生作文コーパスj の構築及びコーパスを活用した日本と韓国の研究者による共同

研究の実現は、このような現状を打破する方策としても意義のあるものになると思わ

れる。

2.2 韓国における日韓対照研究の現状

韓国における日韓対照研究は 1970年代に始まり、 1980年代から 1990年代にかけて

成長期を向かえ、 2000年代に入って量的な発展期に差し掛かった。分野551Jの分布を見

ると、文法や語葉に関する研究が最も多いが、 2000年代に入ってからは談話・言語行

動に関する研究も増えつつある(李康民 2000ab，2002，2003，2005，2008、関庚模 2013)。

韓国における日韓対照研究の主体は、日本留学から帰国して研究や教育に携わってい

る韓国人研究者(元韓国人留学生)であり、近年は韓国語教育に携わっている日本人
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や韓国人研究者が若干増えている。特に、 2000年代からの日韓対照研究は計量的且つ

実証的な研究が増えているが、コーパスを利用した研究の割合はそれ程高くなく(張

元哉2009)、いずれも個人レベルでの調査から得られたデータを考察の対象としてい

ることが多いため、量的に不足していることや均質性・客観性が保証されていないこ

と等が批判の的になってきた。

このような問題を解決してより効果的に日韓対照研究を進めていくためには、量的

に十分で旦つ均質性の保たれている相当規模のコーパスの構築やそれを活用した日韓

対照研究が必要であると思われる(関庚模 2013、南潤珍 2012、朴海焼却11)0 r日

韓対照大学生作文コーパスj の構築やそれを活用した日韓対照研究の実現は、自韓対

照研究だけでなく、日本語教育や韓国語教育の分野にも有効な情報や知見を提示する

ことができるという面で意義があると思われる。

3 作文コーパスの設計と基本方針

3.1.作文コーパスの特徴

日本語教育関係では、いくつかの学習者コーパスや誤用コーパス等の言語資源が既

に公開され、利用可能である3。現時点で利用可能な学習者作文コーパスの代表的な

ものとして以下のようなものがある。

-日本語学習者作文コーパス (JCコーノξス)

-日本語学習者による日本語作文と，その母語訳との対訳データベース(作文対

訳DB)

-日本・韓国・台湾の大学生による日本語意見文データベース

-日本語教育のためのタスク別書き言葉コーノ毛ス

一方で、これまでの研究で収集された言語資源はどうしても日本語教育の研究・指

導に利用するという自的に特化したものとなっている。これに対して、本プロジェク

トの自的は日韓大学生の母語での本来の文章表現力の実態を明らかにすると共に、そ

れを反映した言語資源を公開することによって、日韓の研究者が相互乗り入れできる

3李在錦氏のwebサイト「コーノξス日本語学の情報館j等を参照。

http://，，明明.jhlee.s品rura.ne.jp/index.hむnl
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共同研究環境の整備を促進することにある。

その点に配慮して本プロジェクトで収集する作文は、代表的なジャンノレの文章で、あ

る、 explanatorytext (説明文)、 ar伊mentativetext (意見文)、 narrativetext (語り文)等

を予定している。これらのジャンルの文章については多くの学生が高校までの国語科

教育で作文の経験があると考えられ、大学生なりの書き分けが可能であると推測され

る。日韓大学生がこれらの共通の題で、文章ジャンルを意識して書いた文章を収集して

電子化を行う。

「日韓対照大学生作文コーパスjの概要は、以下の通りである。

-日韓の大学生が母語で書いた自本語作文・韓国語作文を収集する。

-作文は、共通の課題・テーマで、書かれたものとする。

-作文は、それぞれの課題をテーマ毎に 300編を目標に収集する。

-作文は、電子化し、機械解析後人手で修正を施して語集'情報を付与する。

-形態素ごとに日本語文には韓国語の逐語訳を、韓国詩文には日本語の逐語訳を

付ーける。

最終的に再言語の作文コーパスを関連付けて基本形からの検索や日韓での同意語同時

検索、逐語訳からの逆検索が行える検索システムも開発する。

3. 2 資料収集の方法と留意点

作文の収集・電子化は、年度別に分けて実施する(本年度は意見文の調査を実施す

る予定)。調査方法の概要は以下の通りである。

共同研究者の大学教員らに依頼して、研究協力者の日韓大学生に題毎に作文を書い

てもらう。調査状況で不均質が発生しないように、条件を統一する(専用の調査用

紙、調査時間、指示マニュアノレを用意する)。また、研究協力者は原則として任意の

公募とする。作文の質の担保と調査上の倫理的配慮、から調査協力者の学生には謝金

(または相当額の物品)を支払う。なおデータの公開を想定して、事前に本人に研

究・教育利用に限定した公開の了解を得る(同意書を作成)。また本調査は、研究倫

理に配慮して著者らの所属機関の研究倫理委員会に諮り承認を得て実施する。
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3.3.電子化の方針

作文の電子化は、以下のような指針に従って電子化、アノテーション (annotation、

語葉情報の注釈)が進められる。

〈電子化の指針)

-できるだけ、正確に紙面を再現するよう心がける。

-段落初めの一字下げや空欄(意味不明なものも含めて)も正確に記録する。

-基本的な方針として、誤字・脱字、文字種の誤りがあってもそのまま記録する。

ただし、推測可能な誤りについては修正した版も作成する。

-入力後に入力者以外の者が原本と照合し、入力ミスを修正する。

-個人が特定される可能性のある個人情報に関わる部分は、当該部分を伏せ字にし

て記録する。

• 1作文 1ファイルで、記録し、整理番号を付す。整理番号から、思籍、課題、年齢、

性別等が半Ij別できるようにする。

-本文電子データと対応させて、語業情報を付与した語葉リストを作成する。

本文データと共に公開される語葉リスト(試作版)は以下のような形式である。
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表 1 日本語文の語嚢1)スト(試作版)

本コーパスは希望者に無償で提供される(原則として研究・教育目的の利用に限

る)予定で、準備ができ次第傾次公開していく(本文末にあげた関連 webサイトを参

照されたし¥)。ただし、公開は電子データのみに留め、個人情報保護に配慮して収集

した作文原本は非公開とする。

4.作文コーパスの展望

4.1.作文コーパスの今後の展開

本プロジェクトで構築する「日韓対照大学生作文コーパスJは、複数の文章ジャン

ノレを扱っており、ある程度の多様性を担保している。もちろん本コーパスが量的質的

に呂韓大学生の文章の特徴を完全に映し取ったものというわけではない。しかしなが
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ら、コーパスを使った文章論的研究が多様な展開を見せる現在において、限定的な文

章ジャンノレで、あっても条件の整備された日韓対照作文データを提供する意味は少なく

ない。本コーパスを言語研究に供するに当たって、ある程度データが揃ったところ

で、試験的な例文調査やコロケーションの調査等を実施して有効性を検証していく必

要がある。様々な研究課題での活用が期待できる一方で、当然ながら題や作成者の範

留を広げて作文調査を実施したいという要望が出ることが予測される。それに答える

べく長期的な展望として呂韓対照に留まらないコーパスの拡充を計ってし 1く必要があ

る。例えば、本コーパスと次のようなコーパスが関連づけられる可能性がある40

-児童生徒の作文コーパス

-他の文章ジャンルの作文コーパス

-日本語と韓国語以外の大学生の作文コーパス

将来的にそれらのコーパスとの連携を図っていくことも視野に入れている。言語資

源の収集と電子化が順当に進めば、様々な発達段階を縦断横路!T的に調査可能な大規模

作文コーパスを整備することができることになる。その第一歩としての「日韓対照大

学生作文コーパスjであることを強調しておきたい。

4.2.作文コーパスを用いた研究の展望

4.2.1.語レベルでの対照研究

日本語と韓国語の文法的枠組みの類似性についてはすでに指擁したことであるが、

助詞体系さらに個別の勃詞においても、機能や用法の類似点が多く見られる。近年、

日韓両言語の機能語に着目した研究も行われるようになってきている(例えば、北村

2016，韓必南2010，曹美庚2002等)。内容語研究に比べて機能語研究においては、内

省が働き難く類似する文脈における差異を見いだし難いとしづ問題点があり、直接的

に意味記述を行うのではなく、複数の例文を比較して容認性の違いを検討するという

手法がとられることが多い。ところが、もともと類似している語向士なので作例でク

リテイカルな例文を得ることは難しい。そのような場面で「日韓対照大学生作文コー

パスJは、機能語の使い分けを検討する有効な選択肢の一つになると考えられる。例

4 r児童・生徒作文コーパスj等一部のコーパスについては現在構築が進められている。本文末
の関連webサイトを参照されたい。
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えば、文智瑛(2006)では、一般に二重ヲ格の文に対する制約が少ないとされる韓国

語のuVlul格の容認性と条件について検討している。当該論文では、アンケート調査や

コーノミス調査を通して、日本語に比べ単文中にもuVlul格連続がより表れやすいことは

認めるものの、二重 uVlul格制約が韓国語にも働いていることを明らかにした。一方

で、当時の限定的な資料に基づく考察である点や、韓国語における二重uVlul格制約が

今後どのように受容されていくのか等の課題があり、今後対象を拡大した経年調査が

必要となる。そのために比較的規模の大きな調査を行うか、相当規模のコーパスを準

備する必要がある。現在、日本では国立居語研究所が中心となって f現代日本語書き

言葉均衡コーパスJ (BCCWJ)等の大規模コーパスが整備されつつある。一方で、

韓国においても冨立国語院で提供する r21世紀世宗計画コーパスjが公開されてい

る。当該研究の調査時の環境より随分改善されてはいるものの、日韓両言語で同条件

で作成された相当規模のコーパスは管見の銀り見当たらない。既に指摘したように、

日韓対照研究の言語資源としては、両言語関で対応付けがなされているものが望まし

い。その点でも rs韓対照大学生作文コーパスjの構築は今後の対-照研究に大きな意

味を持っと考えられる。

4.2.2.文レベルでの対照研究

f日韓対照大学生作文コーパスj は、特に表現構造における日韓対照研究にも役立

つと忠われる。林八龍 (1995)は表現構造に関する日韓対照研究の分野で先駆的な存

在である。林八龍 (2004)では f日本語の場合、事態簡潔で含蓄的な名詞表現でもっ

て静的に捉えようとする傾向が強し、反面、韓関語の場合は、事態を具体的且つ説明的

に動認で、もって動的に捉えようとする傾向が自立つJ (p.231) と述べ、日韓の表現構

造の違いを的確に指摘している。このような研究成果は、金恩愛 (2003) r日本語の

名詞志向構造:韓国語の動詞志向構造jや平木 (2015) r日本語の体言的表現:韓国
語の用言的表現j等によって受け継がれている。この他日韓の表現構造に関する先行

研究から「日本語の受動文:韓国語の能動文j、 「日本語の自動詞文:韓医語の他動

詞文j等が自韓両言語を特徴付ける相違点として指擁されてきた(李在恩他 20日、林

八龍 2014、了意祥他 2014等)。だが、これらの研究は作例・ドラマシナリオ・電子

化されたテキスト等から取り上げた例文を考察の対象としていることから、データの

均質性が保証されていないことや量的な不足が問題点として指摘されてきた。

本プロジェクトで求めている「日韓対照大学生作文コーパスjの構築やそれを活用

した日韓共向研究が実現できれば、今までの日韓の表現構造に関する先行研究が抱え
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てきたデータの問題を乗り越えてその成果をさらに深化させるとともに、文レベルで

の日韓対照研究の幅を広げていく上で大きく貢献できるだろう。

4.2.3.談話レベルでの対照研究

従来のコーパス研究は、コンコーダンスソフト5を用いて語葉や文法を抽出し、そ

の共起関係やふるまいを解明するような研究を得意としてきた。形態素解析が施さ

れ、品詩情報等のアノテーションが付与されたコーパスも数多い。しかし、近年は語

法の分析や辞書編纂だけでなく、これまで少数データの質的研究に留まりがちで、あっ

た談話分析や語用論研究にも、コーパスが利用されつつある。

例えば、佐々木 (2001)は国立国語研究所による「日本語学習者による日本語作文

と、その母語訳との対訳データベースjから取り出した中国語母語話者による日本語

作文43編を母語話者の作文と比較し、母語話者は94.2%が r(話題提示)→自分の立
場表明→理由の説明→結論j としづ構成で、あったのに対し、学習者の文章にはフ。ロト

タイプ的な構成は見られなかったことを明らかにし、中国語を母語とする日本語学習

者の作文教育に示唆を与えている。また、伊集院・高橋 (2012)でも、 f日本・韓

国・台湾の大学生による日本語意見文データベースj を用いて 3者関の構造分析を行

い、日本人大学生の意見文は、 fはじめj と「おわりJに主張を霞く型が典型である

が、韓国・台湾の大学生による呂本語意見文は、 「はじめj と「おわり j、 「なかJ

と「おわり j、 fおわり jだけに主張を置く型がそれぞれ20%以上出現しており、典

型的な文章構造の型は見られなかったと述べている。このように、異なるコーパスを

用いた研究で同様の特徴が見出された点は興味深く、今後このような作文データの蓄

積・公開が進むことによって、対照研究が飛躍的に進むことが期待できる。

さらに、伊集院・慮 (2015)では、上記のデータベースに含まれる日本人大学生に

よる日本語意見文(JJ) と韓国人日本語学習者による日本語意見文 (KJ)に加え、新

たに韓国人大学生による韓国語意見文 (KK) を追加収集し、同様の手法で文章構造

の対照研究を行っている。その結果、 KKの特徴が KJにも反映されていることが明ら

かとなり、母語で執筆する作文の文章構造が学習言語にも影響している可能性が示唆

されている。具体的な結論としては、伊集院・高橋 (2012)の分析結果と同様の結果

が KKにも表れていたこと、さらに、意見文の宮頭文は、 JJでは f主張j か「背

景J、KKとKJでは「背景Jが多く、最終文は、 JJでは「主張j が多いがKKとKJは

5コンコーダンスソフトの{列は李在鏑氏による以下のページが詳しい。
http巧hlee.sakma.neJ内age3.htm1がid_09757330
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JJより「根拠Jや「補足jで締め括られる例が多かったことが指捕されている。この

ように、各研究の目的に応じ、既存の公開コーパスに新たに独自データを追加するこ

とによって、学習者の作文に現れる特徴が母語で、の文章構造の影響を受けているか否

かを論じることも可能となる。研ー究者個人で、全データを収集、整備していくのは非常

に大きな困難を要するため、 f日韓対照大学生作文コーパスj の利用が可能となれ

ば、様々な研究目的に貢献し得る、黄重な研究言語資源となるだろう。

5.おわりに

ここまで述べたように、本フ。ロジェクトでは日本人大学生と韓庖人大学生の文章表

現の異関を論じることができる共有言語資源として「日韓対照大学生作文コーパスJ

の構築と公開を自指している。これまで、の対照研究の多くは、日本語母語話者と外国

人日本語学習者が書いた日本語作文を資料としている場合が多く、その異同を論じる

ことはできても、その異同が母語に起因しているのか否かまで論じることは難しい。

本コーパスで供される言語資源はこの問題に一石を投じるものである。また、日韓対

照研究に興味を持っている、文章ジャンル別の文体調査をしたい、しかし適切な言語

資源がないといった研究上の需要を満たすことも可能である。現実的な問題として、

対象言語の微妙なニュアンスの違いを読み取れず適切な訳が難しいといった問題が自

由な研究を妨げる障碍になっている場合もある。本コーパスはこのような問題解決の

一助になることが期待される。また利用者が拡大すれば、異分野・多分野間の連携が

強まり、様々な共同研究が促進される可能性がある(例えば、日本語教育や日韓の国

語学.~語教育の研究にも刺激を与えることができそうである)。コーパスの構築と

並行して、コーパスを利用した研究経験の少ない研究者の助けとなる簡便な検索シス

テムも{井せて開発する予定である。

以上、本コーパスを使った研究モデ、ノレを示し、今後の展望を述べながら本分野の研

究の活性化をはかった。本コーパスは数年かけて順次拡張・整備されていく予定であ

る。 3ジャンノレの作文(典:型的な文章のスタイルをもっ文章ジャンノレとして、意見

文、説明文、語り文を想定している)を手始めに、最終的には 50万形態素規模のデ

ータ量を岳指している。現在の状況では、計画的に構築されたこの規模の一般利用可

能なデータは見当たらない。将来的に、様々な研究利用に必要となる言語学的情報の

付与も視野に入れて開発を進めてし 1く予定である。
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